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吉
向
焼
の
歴
史 

 

吉
向
焼
の
創
始
者 

治
兵
衛
は
伊
予
国
大
洲
藩
で
生
ま
れ
、
身
内
に
砥
部
焼

職
人
を
持
つ
環
境
で
育
っ
た
。
陶
工
に
な
る
た
め
二
十
歳
前
後
で
京
都
へ
旅

立
ち
、
京
都
樂
家
で
の
修
業
後
、
大
坂
十
三
村
（
現
、
大
阪
市
淀
川
区
十
三

本
町
一
丁
目
）
に
最
初
の
窯
を
築
い
て
い
る
。
第
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の

慶
事
に
型
作
り
で
制
作
し
た
鶴
・
亀
の
食
籠
と
金
魚
鉢
を
献
上
し
、
下
賜
品

と
し
て
「
吉
向
姓
」
と
「
金
・
銀
印
」
を
拝
領
し
た
の
ち
、
諸
藩
か
ら
お
庭

焼
の
指
導
に
招
聘
さ
れ
て
い
る
。 

初
代
が
残
し
た
多
く
の
作
品
を
検
証
す
る
と
、
陶
器
の
他
に
磁
器
も
見
受

け
ら
れ
る
。
陶
器
は
修
業
先
の
樂
家
、
磁
器
は
、
出
身
地
の
砥
部
焼
の
影
響

の
も
と
清
水
焼
か
ら
学
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
治
兵
衛
の
作
品
を
み
る
と
、

求
め
ら
れ
る
も
の
に
応
じ
て
陶
器
・
磁
器
の
制
作
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。 

多
忙
な
吉
向
治
兵
衛
に
代
わ
り
、
窯
を
守
り
続
け
た
の
は
初
代
以
降
の
後

継
者
で
あ
る
。
二
代
帯
屋
亀
治
、
三
代
與
右
衛
門
、
四
代
治
平
と
続
く
。
五

代
目
継
承
時
に
「
𠮷
向
十
三
軒
」（
現
在 

東
大
阪
市
）
と
「
吉
向
松
月
」（
現

在 

交
野
市
私
市
）
の
二
家
に
分
か
れ
た
。
そ
の
間
、
窯
は
明
治
一
八
年
（
一

八
八
五
）
に
大
阪
市
上
本
町
七
丁
目
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
は
大

阪
府
大
阪
市
中
央
区
高
津
一
丁
目
の
高
津
神
社
境
内
に
転
窯
し
て
い
る
。 

五
代
目
以
降
の
「
吉
向
松
月
」
は
、
窯
場
を
大
阪
府
枚
方
市
岡
山
手
に
移

し
、
こ
こ
で
は
立
地
の
傾
斜
を
利
用
し
て
登
り
窯
を
築
き
、
磁
器
を
焼
い
て

い
る
。
五
代
・
六
代
で
は
、
大
阪
文
人
と
の
交
流
も
旺
盛
で
、
画
人
の
他
に

詩
人
、
俳
人
、
歌
人
、
喜
劇
役
者
、
落
語
家
な
ど
と
の
縁
が
深
い
。
こ
れ
ら

文
化
人
の
サ
ロ
ン
「
達
磨
会
」
を
設
立
、
ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
焼
き
物
や
、
絵
画
、
俳
句
な
ど
密
な
つ
な
が
り
を
示
す
諸
先
生
の
作

品
を
多
く
残
し
て
い
る
。
特
に
、
日
本
画
家
の
菅
楯
彦
・
生
田
花
朝
女
と
の

関
係
性
は
色
濃
く
、
菅
楯
彦
作
の
窯
工
房
の
様
子
を
描
い
た
二
曲
一
隻
の
屏

風
絵
は
吉
向
松
月
窯
に
大
切
に
保
管
残
さ
れ
て
い
る
。 



初
代
吉
向
治
兵
衛
の
残
し
た
足
跡
は
大
き
く
、
特
に
吉
向
焼
の
最
大
の
特

徴
で
あ
る
、
青
釉
（
緑
釉
）
を
主
と
し
た
色
釉
、
手
び
ね
り
で
作
る
楽
風
の

茶
盌
、
鶴
・
亀
な
ど
の
彫
塑
を
得
意
と
す
る
陶
技
は
後
世
の
当
主
に
受
け
継

が
れ
て
い
る
。 

 無
形
文
化
財
・
吉
向
焼 

 

現
在
、
茶
道
具
を
中
心
に
軟
質
施
釉
陶
器
を
制
作
す
る
吉
向
松
月
窯
の
う

ち
、
手
び
ね
り
に
よ
る
楽
茶
碗
制
作
に
お
い
て
は
土
玉
か
ら
手
び
ね
り
で
作

る
と
い
う
成
形
方
法
を
初
代
か
ら
現
在
ま
で
守
り
続
け
て
い
る
。
使
用
す
る

土
は
、
シ
ャ
モ
ッ
ト
・
硅
砂
・
蛙
目
・
木
節
粘
土
の
４
種
類
の
材
料
を
独
自

に
ブ
レ
ン
ド
し
て
い
る
。
硅
砂
を
入
れ
る
と
土
は
丈
夫
に
な
る
の
で
あ
る
が

逆
に
よ
く
締
ま
る
。
シ
ャ
モ
ッ
ト
（
素
焼
の
粉
）
を
入
れ
る
こ
と
で
ひ
ず
み

を
少
な
く
し
、
木
節
粘
土
で
陶
器
寄
り
の
焼
き
物
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い

る
。
調
合
す
る
割
合
を
設
定
す
る
こ
と
で
土
の
質
が
変
わ
ら
な
い
陶
器
を
焼

く
と
い
う
こ
と
に
力
を
注
い
で
き
た
の
で
あ
る
。 

焼
成
方
法
は
、
九
世
吉
向
松
月
氏
が
江
戸
時
代
の
技
法
を
伝
承
し
、
一
番

こ
だ
わ
っ
た
点
で
あ
る
。
赤
楽
茶
盌
で
は
、
薪
を
く
べ
る
低
火
度
の
軟
質
施

釉
陶
器
の
桶
窯
を
用
い
、
黒
楽
茶
盌
で
は
鞴
窯
を
使
う
。
大
坂
城
の
発
掘
調

査
で
、
堂
島
の
蔵
屋
敷
跡
か
ら
桶
窯
を
含
む
窯
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
桶

窯
は
地
上
式
な
の
で
発
掘
調
査
で
見
つ
か
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
が
、
千
利
休

が
樂
焼
の
長
次
郎
に
茶
碗
を
作
ら
せ
た
同
時
期
に
、
京
都
以
外
の
地
で
窯
跡

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
初
期
の
楽
焼
の
多
様
性
・
多
源
性
を
示
し
て
い
る
。 

明
治
四
五
年
、
枚
方
市
か
ら
交
野
市
へ
移
住
し
た
際
、
赤
楽
の
窯
変
窯
を

完
成
さ
せ
た
。
赤
楽
の
「
窯
変
」
と
い
う
の
は
、
成
形
し
た
粘
土
の
上
に
赤

土
（
伏
見
の
黄
土
）
を
塗
っ
て
、
素
焼
き
時
に
薪
と
炭
で
黒
色
を
付
け
る
こ

と
を
い
う
。
窯
内
は
２
段
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
上
段
の
蓋
は
カ
ワ
ラ
ケ
を

鱗
状
に
屋
根
の
よ
う
に
積
み
上
げ
、
炎
が
中
心
に
寄
集
す
る
し
く
み
を
作
り
、

薪
が
重
な
り
合
う
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
還
元
に
近
い
倒
焔
系
に
な
る
よ
う

工
夫
し
て
い
る
。
カ
ワ
ラ
ケ
の
積
み
方
で
は
吉
向
松
月
窯
独
自
の
工
夫
が
み

ら
れ
る
が
、
焼
成
方
法
は
基
本
的
に
は
ほ
か
の
赤
楽
窯
や
土
器
窯
に
類
す
る
。 

対
し
て
、
黒
楽
の
鞴
窯
は
、
内
窯
に
一
個
ず
つ
作
品
を
入
れ
、
三
〇
分
ほ

ど
か
け
て
温
度
を
上
げ
て
い
く
焼
き
方
で
あ
る
。
火
の
勢
い
を
見
な
が
ら
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
火
鋏
み
で
取
り
出
す
、
焼
き
物
師
と
し
て
の
経
験

と
勘
が
大
い
に
作
用
す
る
や
り
方
で
あ
る
。
取
り
出
し
た
茶
盌
に
は
鋏
み
跡

が
付
く
た
め
、
ど
の
形
式
の
窯
で
ど
う
焼
い
た
も
の
な
の
か
を
判
別
す
る
こ

と
が
出
来
る
。 



茶
碗
作
り
に
欠
か
せ
な
い
釉
薬
に
つ
い
て
は
、
京
都
の
加
茂
川
で
採
れ
る

加
茂
川
石
を
使
用
す
る
。
気
泡
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
厚
み
が
あ
り
、
高
温

で
膨
ら
ん
だ
後
冷
め
る
と
「
柚
子
肌
」
に
な
る
。
一
般
的
に
こ
の
手
触
り
に

な
る
の
が
良
い
茶
盌
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

吉
向
松
月
窯
が
鞴
窯
で
の
焼
成
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
先
代
か
ら
の
教
え
で

あ
る
茶
道
の
精
神
や
、
吉
向
家
に
伝
わ
る
極
意
を
込
め
た
茶
盌
作
り
を
心
が

け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
抹
茶
を
点
て
る
た
め
に
作
ら
れ
た
楽
茶
碗
は
、
器

を
作
る
こ
と
が
最
高
の
も
て
な
し
と
さ
れ
る
。
交
野
市
に
工
房
を
設
け
て
六

年
後
、
鞴
窯
を
復
活
さ
せ
た
の
も
、
こ
の
教
え
に
起
因
し
て
い
る
。 

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
に
大
阪
府
枚
方
市
か
ら
交
野
市
へ
完
全
移
住

し
、
私
市
に
「
吉
向
松
月
窯
」
を
築
い
た
の
は
、
正
倉
院
宝
物
の
奈
良
三
彩

の
土
は
交
野
の
、
特
に
私
市
で
採
れ
る
土
の
可
能
性
が
一
番
高
い
と
い
う
理

由
か
ら
で
あ
る
。 

楽
焼
は
従
来
鉛
に
よ
る
低
火
度
の
釉
薬
で
あ
る
が
、
吉
向
焼
の
特
色
と
い

え
る
緑
の
色
を
、
過
去
で
は
銅
版
工
場
か
ら
銅
版
の
錆
（
緑
青
）
の
粉
を
集

め
て
緑
釉
を
作
っ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
九
世
は
健
康
を
害
す
る
こ
の

や
り
方
を
改
め
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
か
ら
新
し
い
緑
釉
の
無
鉛
化
研

究
に
取
り
組
み
始
め
、
よ
う
や
く
初
代
の
緑
釉
の
色
彩
の
復
元
に
成
功
し
て

い
る
。 

そ
し
て
、
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
に
、
当
時
の
将
軍
徳
川
家
斉
に
鶴

と
亀
の
食
籠
を
献
上
し
た
が
、
こ
の
陶
器
制
作
に
用
い
る
型
作
り
技
法
も
、

当
時
の
型
と
も
に
吉
向
松
月
窯
に
お
い
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
土
型
は
、
土
で

作
っ
た
型
に
土
台
と
な
る
粘
土
を
押
し
付
け
て
成
型
す
る
こ
と
で
、
同
じ
型

の
焼
物
を
効
率
よ
く
複
数
個
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
明
治
時
代
に

石
膏
と
い
う
素
材
が
陶
磁
器
分
野
で
使
わ
れ
始
め
た
こ
と
で
、
吉
向
焼
で
も

昭
和
初
期
に
石
膏
型
に
移
行
し
て
い
っ
た
。
型
は
土
型
の
他
に
木
型
も
あ
り
、

江
戸
時
代
で
は
重
箱
や
扇
面
の
器
を
作
る
時
に
使
用
し
て
い
た
。
今
日
、
吉

向
松
月
窯
に
お
い
て
型
作
り
に
用
い
ら
れ
る
型
は
石
膏
が
主
流
で
あ
る
が
、

初
代
が
須
坂
藩
の
お
庭
焼
時
に
用
い
た
と
伝
わ
る
鶴
の
土
型
は
、
吉
向
松
月

窯
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

無
形
文
化
財
保
持
候
補
者
の
略
歴 

 
吉
向
孝
造
（
九
世
吉
向
松
月
）
氏
は
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
大
阪
府

枚
方
市
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
家
業
で
あ
る
焼
き
物
師
の
仕
事
を
見



て
育
ち
、
大
阪
芸
術
大
学
を
卒
業
後
は
父
・
七
世
吉
向
松
月
（
蕃
斎
）
の
も

と
で
修
業
を
続
け
る
。
枚
方
市
の
工
房
で
は
、
桶
窯
や
登
り
窯
で
の
焼
成
を

手
伝
う
か
た
わ
ら
、
作
陶
に
も
励
ん
だ
。
氏
の
作
品
は
大
学
卒
業
後
の
翌
年

大
阪
工
芸
展
に
出
品
、
以
後
毎
年
入
選
し
続
け
る
な
ど
、
こ
の
頃
か
ら
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。 

絵
画
に
も
造
形
が
深
い
吉
向
氏
は
、
日
本
画
は
山
本
紅
雲
、
水
墨
画
は
直

原
玉
青
に
つ
い
て
学
び
、
画
人
と
し
て
の
才
を
花
器
や
水
指
な
ど
の
制
作
に

反
映
さ
せ
て
い
る
。 

大
学
卒
業
五
年
後
に
は
、
自
身
初
の
個
展
を
大
阪
三
越
百
貨
店
で
開
催
、

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
に
九
世
吉
向
松
月
の
襲
名
展
、
平
成
二
九
年
（
二

〇
一
七
）
に
大
阪
高
島
屋
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
に
日
本
橋
三
越
本
店

に
て
個
展
を
開
い
て
い
る
。 

吉
向
松
月
窯
で
は
、
開
窯
後
二
〇
〇
年
も
続
く
家
業
を
継
承
し
て
い
く
た

め
に
、
蛙
目
粘
土
・
木
節
粘
土
・
硅
砂
・
シ
ャ
モ
ッ
ト
の
四
種
の
粘
土
調
合

を
独
自
に
開
発
し
た
ほ
か
、
先
代
が
書
き
記
し
た
釉
薬
調
合
を
基
に
少
し
ず

つ
割
合
を
変
動
さ
せ
な
が
ら
、
吉
向
焼
独
自
の
調
合
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
初
代
が
得
意
と
し
た
青
釉
（
緑
釉
）
の
鮮
や
か
な
緑
色

は
鉛
白
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
は
使
用
が
難
し
い
。
そ
の
た
め
現
在
で

は
無
鉛
釉
に
酸
化
銅
や
ク
ロ
ム
な
ど
を
混
ぜ
て
、
く
す
み
や
味
わ
い
の
あ
る

色
を
だ
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
・
試
作
に
十
五
年
の
歳
月
を
費
や
し
、
平
成

二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
漸
く
当
時
の
緑
色
に
近
い
緑
釉
を
作
り
出
す
こ
と

に
成
功
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

歴
代
の
中
で
、
九
世
の
吉
向
孝
造
氏
は
伝
統
的
な
吉
向
松
月
窯
に
お
け
る

型
物
や
手
び
ね
り
な
ど
の
軟
質
施
釉
陶
器
製
造
の
伝
統
技
法
を
保
持
し
つ
つ
、

こ
の
他
に
も
様
々
な
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
分
野
は
数
多
く
、

化
粧
土
や
低
火
度
色
釉
に
よ
る
新
し
い
鑑
賞
美
術
陶
器
（
風
景
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
陶
額
や
花
器
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
従
来
の
詫
び
・
寂
び
の
世
界

観
を
表
現
し
た
茶
碗
の
形
状
に
捕
わ
れ
ず
、
色
・
デ
ザ
イ
ン
に
テ
ー
マ
性
を

持
た
せ
た
新
し
い
形
の
茶
道
具
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
茶
道
具
の
す
べ
て

に
お
い
て
陶
器
で
作
れ
る
も
の
は
作
り
、
そ
れ
は
陶
器
制
作
者
の
開
催
す
る

茶
会
に
お
い
て
、
毎
年
披
露
さ
れ
て
い
る
。 

 

作
品
を
制
作
す
る
う
え
で
独
創
的
な
デ
ザ
イ
ン
や
フ
ォ
ル
ム
を
成
形
す
る

手
助
け
と
な
る
の
が
道
具
で
あ
る
。
ケ
ズ
リ
仕
上
げ
用
の
曲
り
ガ
ン
ナ
や
中

取
り
用
の
ナ
イ
フ
、
面
取
り
用
の
弓
、
竹
櫛
な
ど
使
用
す
る
道
具
は
、
す
べ



て
手
製
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
道
具
は
、
新
調
し
た
も
の
や
、
初
代
の

頃
か
ら
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
現
在
も
使
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
使
い
方
は
他
の
窯
元
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。 

吉
向
孝
造
氏
は
、
大
阪
の
産
業
文
化
の
功
労
者
と
し
て
平
成
一
八
年
（
二

〇
〇
六
）
に
府
知
事
の
表
彰
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
毎
年
三
月

に
行
う
桶
窯
の
窯
焚
き
で
作
陶
体
験
と
一
般
見
学
会
を
開
催
、
市
内
小
学
校

で
の
陶
芸
学
習
指
導
、
一
般
の
陶
芸
教
室
や
お
茶
会
を
行
う
な
ど
積
極
的
に

文
化
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
一
方
で
、
国
内
だ
け
で
は
な
く
、
平
成
一
八

年
（
二
〇
〇
六
）
韓
国
の
ソ
ウ
ル
で
行
わ
れ
た
美
術
文
化
交
流
展
を
は
じ
め
、

翌
年
に
は
韓
国
全
羅
南
道
で
の
枚
方
市
民
交
流
展
、
平
成
二
二
年
（
二
〇
一

〇
）
年
の
韓
国
テ
グ
で
の
茶
文
化
世
界
祭
に
招
待
作
品
を
出
品
、
平
成
二
七

年
（
二
〇
一
五
）
に
は
中
国
景
徳
鎮
で
の
世
界
陶
磁
博
覧
会
の
茶
文
化
部
門

に
招
待
参
加
す
る
な
ど
、
国
際
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。 

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
に
大
阪
堺
南
宗
寺
管
長
田
島
碩
應
老
師
よ
り
「
興

斎
」
の
号
を
賜
っ
た
。 

   

無
形
文
化
財
保
持
候
補
者
の
主
な
履
歴 

 

会
員 

 

枚
方
工
芸
会
会
員 

 
 
 
 

 
 

一
九
六
八
年
～
現
在 

 
 

 
 

 

大
阪
工
芸
協
会
会
員 

 
 

 
 
 

一
九
七
八
年
～
現
在 

 
 

 
 

 

東
洋
陶
磁
学
会
会
員 

 
 

 
 

一
九
九
九
年
～
現
在 

役
職 

 
 

大
阪
工
芸
協
会
理
事 

 
 
 
 
 

二
〇
〇
二
年
～
二
〇
一
七
年 

枚
方
工
芸
会
会
長 

 
 

 
 

二
〇
一
五
年
～
現
在 

枚
方
美
術
運
営
協
議
会
委
員 

 
 

二
〇
一
一
年
七
月
～ 

二
〇
二
一
年
六
月 

 

講
師 

 
 

枚
方
市
御
殿
山
美
術
セ
ン
タ
ー 

一
九
九
〇
年
～
現
在 

陶
芸
指
導 

交
野
市
立
私
市
小
学
校
五
年
生 

二
〇
〇
一
年
～
現
在 

 
 

 
 

 

枚
方
市
御
殿
山
美
術
セ
ン
タ
ー 

交
野
市
体
育
文
化
協
会
生
涯
学
習
大
学 

 

一
九
九
四
年
～
一
九
九
八
年 

 

審
査
員 

 
 

茨
木
市
市
展 

 
 

二
〇
一
六
年 

 
 

 
 

 
 

泉
大
津
市
市
展 

 

二
〇
一
九
年
～
二
〇
二
〇
年 

 
 

 
 

 
 

堺
市
市
展 

 
 

 

二
〇
二
一
年
～
二
〇
二
二
年 

 
 

 
 

 
 

枚
方
市
市
展 

 
 

二
〇
二
二
年
～
二
〇
二
四
年 



 
受
賞 

 
 

 

大
阪
府
産
業
文
化
功
労
表
彰 

一
九
九
五
年 

 
 

 
 

 
 

大
阪
府
知
事
表
彰 

 
 

 
 

二
〇
〇
六
年 

 
 

 

三彩 

緑釉（初代の「緑」復元） 

赤楽 

黒楽 

吉向孝造氏 



指
定
を
行
い
た
い
理
由 

 
吉
向
焼
は
、
愛
媛
県
の
砥
部
焼
職
人
の
家
庭
で
育
っ
た
初
代
の
治
兵
衛
が
、

京
都
樂
家
で
の
修
業
後
、
享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）
に
現
在
の
大
阪
市
淀
川

区
十
三
本
町
に
て
最
初
の
開
窯
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
各

地
の
大
名
屋
敷
内
に
て
お
庭
焼
き
と
し
て
、
主
に
茶
道
具
な
ど
の
軟
質
施
釉

陶
器
を
焼
い
た
こ
と
で
高
く
評
価
さ
れ
は
じ
め
る
。 

 

文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
に
は
、
将
軍
・
徳
川
家
斉
へ
、
鶴
と
亀
の
食

籠
を
献
上
し
て
以
後
、「
吉
向
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
も
、
そ
の

契
機
と
な
っ
た
型
づ
く
り
に
よ
る
陶
器
製
造
や
、
低
火
度
に
よ
る
施
釉
手
法

な
ど
伝
統
的
な
技
術
を
保
持
し
て
い
る
。
吉
向
焼
の
釉
薬
の
中
で
も
緑
釉
が

最
大
の
特
色
で
あ
る
。 

そ
の
ほ
か
、
黒
楽
や
赤
楽
な
ど
の
茶
碗
の
製
造
は
、
楽
焼
伝
統
の
手
び
ね

り
に
よ
り
行
い
、
そ
の
焼
成
に
あ
た
っ
て
は
、
黒
楽
が
鞴
窯
、
赤
楽
が
桶
窯

な
ど
、
江
戸
時
代
以
来
の
窯
を
構
築
し
て
行
っ
て
い
る
。 

 

吉
向
窯
は
十
三
で
開
窯
の
後
、
大
阪
市
内
を
二
度
転
窯
し
、
明
治
四
五
年

（
一
九
一
二
）
に
は
枚
方
市
岡
山
手
、
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
に
は
交

野
市
私
市
に
転
窯
を
し
て
い
る
。
な
お
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
は

吉
向
松
月
窯
と
吉
向
十
三
軒
に
窯
が
分
か
れ
、
吉
向
十
三
軒
は
現
在
東
大
阪

市
に
開
窯
し
て
い
る
。 

今
日
の
吉
向
焼
は
、
軟
質
施
釉
陶
器
と
い
う
伝
統
的
な
陶
器
製
造
技
法
を

保
持
し
つ
つ
、
創
意
工
夫
が
加
え
ら
れ
、
高
度
な
芸
術
的
表
現
を
可
能
に
す

る
陶
芸
技
法
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
伝
統
的
な
原
材
料

及
び
そ
の
用
法
や
製
作
技
法
が
継
承
さ
れ
た
上
に
、
更
な
る
九
世
に
よ
る
創

意
工
夫
が
加
え
ら
れ
、
表
現
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
吉
向
焼
は
芸
術
上
価
値
が
高
く
、
又
は
市
の
工
芸
史
上

重
要
な
地
位
を
占
め
、
か
つ
、
地
域
的
特
色
が
顕
著
な
工
芸
技
術
と
し
て
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
技
法
を
継
承
し
て
い
る
吉
向
孝
造
氏
（
９

世
）
は
、
こ
の
工
芸
技
術
を
正
し
く
体
得
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
精
通
し
て
お

り
、
吉
向
焼
と
い
う
軟
質
施
釉
陶
器
と
い
う
伝
統
技
法
を
伝
承
す
る
に
は
必

要
な
人
物
で
あ
る
。 

 

よ
っ
て
、
交
野
市
指
定
文
化
財
（
無
形
文
化
財
）
に
吉
向
焼
を
、
そ
の
保

持
者
と
し
て
吉
向
孝
造
氏
を
指
定
し
た
い
。 

                 


